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競輪とオートレースの補助事業の成果

（開発研究採択者の追跡調査）



１．調査の目的と概要

１．目的
・機械振興に資する研究補助事業に対して社会実装の有無を調査し、競輪とオートレースの
補助事業を通じて社会貢献に資する事例を確認し、競輪とオートレースの補助事業の認知
度を向上を図る。

２．調査の概要
2017年度から2022年度実施した開発研究の採択者（以下「採択者」という。）
において、2025年9月時点の現状を調査し、社会実装事例の有無を確認する。

（１）調査対象：採択者 計26名
（２）調査内容：採択者及び共同研究者等のホームページ並びに新聞及び専門誌等のメ

ディア掲載情報から社会実装された事例の有無
社会実装事例があると思われる場合その内容



２．調査結果

〇金沢大学 桝谷浩 教授

〇研究者概要
枡谷浩 教授
【所属】
金沢大学 理工研究域 地球社会基盤学系 教授
【研究分野】
社会基盤(土木・建築・防災)、地盤工学、構造工学、地震工学、土木材料、
施工・建設マネジメント

〇2021年度の補助事業
2021年度補助事業に「橋梁維持管理の適正化」で採択
【2021M-186 橋梁維持管理の最適化 補助事業(資金：競輪) 交付決定額：12,275,000円】

→上記補助事業については、社会実装の事例を確認した。



3. 2021年度 橋梁維持管理の適正化 補助事業

〇研究の内容
衝撃荷重試験装置の課題を検討し緩衝
ゴムを選定し試験機を製作した。
次に、載荷試験を効率化するための加
速度計の選定と波形処理方法を確立し
た。最後に衝撃試験による床版の性能
評価手法の検討を行った。

〇研究の成果
本研究で製作した試験装置により、簡易な手法で耐荷性能を評価する手法を確立したことから、
効率よく橋梁床版の維持管理が実施できることになりその精度が向上する。開発する試験装置を
活用することで、床版の状況に応じて限られた費用での効果的な維持管理が実現されると考えて
いる。
これまで、落石問題などの衝撃、防災に関する研究を進めてきたが、それらの研究を礎に、橋梁の
維持管理において重要な床版に対して衝撃荷重で性能を評価する研究に発展することができた。
これにより、コンパクトな試験装置が実現され、今後広く活用が見込まれる。



４．社会実装が確認できる情報Ⅰ

出典：大日本ダイヤコンサルタント株式会社ホームページ
https://www.dd-con.co.jp/service/infrastructure-maintenance/sive.html

この度、公益財
団法人JKAの助成
を受けてさらに
進化した2号機が
完成しました。
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４．社会実装が確認できる情報Ⅱ

出典：国土交通省 点検支援技術性能カタログ(橋梁・トンネル)
第２章■計測・モニタリング技術＞橋梁１- 254～256ページ
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/pdf/16_1.pdf

【計測機器の構成】 【計測プロセス】

この試験法により、橋梁下側に足場等の設備が不要である。
試験装置はバッテリー給電の場合6時間程度連続計測が可能である(冬期を除く)。
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５．まとめ

・大日本ダイヤコンサルタント株式会社ホームページと国土交通省のカタログ
より、枡谷浩先生の研究成果は社会実装された事例と確認した。

・上記の事例は、競輪とオートレースの補助事業を通じて社会貢献に資する
ことができた事例であり、かつ競輪とオートレースの補助事業の認知度を向
上させる事例であると認識する。

・今後も、機械振興に資する研究補助事業に対する追跡調査を実施する必
要がある。
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